
第１８回 防衛セミナー 
～国際協力２０年の歩み～ 

 

 近畿中部防衛局は、平成23年12月19日（月）ゆやホール（大阪府豊中市）において、第
18回防衛セミナーを開催しました。 
 
 このセミナーは、1991年のペルシャ湾への掃海部隊派遣以来、自衛隊が国際協力を開始
して20周年の節目に当たることから、防衛省運用企画局からその歩みについての説明、ま
た、近畿中部防衛局管内の部隊に在籍し、ハイチ派遣国際救助隊で活躍した指揮官から現
地での活動状況を直接語っていただくことにより、防衛省・自衛隊の国際協力への理解を
深めていただくことを目的として開催したものです。 
 
 講師の講演に先立ち、田渕近畿中部防衛局長から開会の挨拶と、国際協力についての概
要を説明し、このセミナーを機会に国際協力に対する防衛省・自衛隊の取り組みへの理解
を呼びかけました。 
  

田渕眞二  近畿中部防衛局長 
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国際協力２０年の歩み 

～自衛隊の国際協力開始２０周年にあたって～ 
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防衛省運用企画局情報通信・研究課長 中野裕文 
 
 自衛隊が国際協力に積極的に取り組むようになった過
去の背景や経緯及びこれまでの活動等を紹介の上、自衛
隊の国際協力に係る問題点と今後の課題についての説明
がありました。 



～国際協力２０年の歩み～ 

～ハイチ派遣国際救援隊の活動状況について～ 

ハイチＰＫＯ 第４次隊 

ハイチＰＫＯ活動 

ハイチＰＫＯ活動 

陸上自衛隊第３６普通科連隊長１等陸佐 足立寧達 
（ハイチＰＫＯ第４次隊長） 
 
 ハイチの現地における状況、派遣部隊の編成や装備等
の概要及び活動成果等の説明を行った上で、ハイチ派遣
で得た教訓についての報告がありました。 



 

○ＰＫＯの派遣の経緯から現状の課題まで分かりやすく説明していただき、より深く理 
  解できた。 
 
○ハイチでの自衛隊の活動内容が具体的にわかりやすく説明され、よく理解出来た。 
 
○国際協力活動は、日本のためでもあり、世界のためでもある｡ずっと続けてほしい。 
 

○今後も防衛セミナーを開催してほしい。 
 
 
 

 また参加してくださった方々から、以下の感想が寄せられました。 

お忙しい中、参加してくださった皆様、どうもあ
りがとうございました。皆様からいただいた声を
もとに、皆様の防衛省・自衛隊に対するご理解
とご協力を得るため、今後も防衛セミナーを開
催していきます。     
               


